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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
本論文は第１章から第 6 章で構成されている。 
第１章では研究の背景と目的について述べられている。研究対象のインドネシア共和









第 ２ 章 で は 研 究 方 法 を 示 し た 。 廃 棄 物 管 理 に 係 わ る ス ラ バ ヤ 市 ，

















進展し，GRP 当たりの廃棄物発生量は 2006 年以降減少傾向を示し，2014 年には約 















学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文に関し，論文審査委員及び公聴会出席者より，北九州市と比較したスラバヤ市の
環境行政の特徴，その特徴に基づく高倉式コンポスト法普及の要点，数字的には生ごみコ
ンポスト化だけで廃棄物発生削減にそれほど大きな寄与が算定できないにもかかわらず，
実際にスラバヤ市で大きなごみ削減の成果が達成された理由等につき質問があったが，い
ずれについても著者から十分な回答があり，質問者の理解が得られた。特に，市民組織に
よるリーダーが草の根的に増加拡大していることがわかり，参加者の大きな納得が得られ
た。以上により，論文審査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査
した結果，本論文が，博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
